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事業別の概況は次のとおりです。 

（単位：億円） 

売 上 高 営業利益

2018年３月期 2019年３月期 
対前期 

増減率 
2018年３月期 2019年３月期 

対前期 

増減率 

国 内 1,290 1,306 1.3% 国 内 66 99 50.0% 

海 外 394 410 4.1% 海 外 44 21 △51.5%

ＫＭバイオ

ロジクス
― 312 ―

ＫＭバイオ

ロジクス
― 34 ―

消去 ― △42 ― 修正・消去 ― △12 ―

【国内事業】 

・売上高は前期を上回りました。薬価改定の影響がありましたが、統合失調症治療薬

「シクレスト」やアレルギー性疾患治療薬「ビラノア」が大幅に伸長し、2018年９月より新たに

発売したインフルエンザワクチンも寄与しました。

・営業利益は、主力品の増収や原料調達価格の見直し等により前期を大幅に上回りました。

【海外事業】 

・売上高は、インドネシアをはじめとした子会社が好調に推移したことにより、前期を上回り

ました。

・営業利益は、輸出品のコストアップにより前期を大幅に下回りました。

【ＫＭバイオロジクス】 

・売上高は、主力のインフルエンザワクチンや４種混合ワクチン「クアトロバック」が順調に推移

しました。

・営業利益は、主力品が順調に推移したことで見込み通りとなりました。
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③設備投資の状況

当社グループの当期における支払いベースでの設備投資（無形固定資産含む）の総額は712億円で

あり、その主なものは次のとおりとなります。

■製造棟およびチョコレート生産設備（坂戸工場）

■プロテイン等生産工場（倉敷工場）

■製造棟および粉ミルク生産設備（埼玉工場）

④財務指標の推移（連結ベース）

2015年３月期 2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期

ＲＯＥ

（自己資本当期純利益率）
8.9% 16.1% 14.2% 13.1% 12.2%

ＲＯＡ

（総資産経常利益率）
6.5% 9.4% 10.2% 10.6% 10.3%

ＥＰＳ

（１株当たり当期純利益）
209.79円 425.06円 413.11円 422.15円 426.61円

Ｄ／Ｅレシオ

（有利子負債・自己資本比率）
0.59倍 0.36倍 0.28倍 0.24倍 0.22倍

（注）各指標の算出方法 

ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）：親会社株主に帰属する当期純利益／期首・期末平均自己資本 

ＲＯＡ（総資産経常利益率）：経常利益／期首・期末平均総資産 

 ＥＰＳ（１株当たり当期純利益）：親会社株主に帰属する当期純利益／（発行済株式数－自己株式数） 

 Ｄ／Ｅレシオ（有利子負債・自己資本比率）：有利子負債／自己資本 

（注）当社は、2015年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しており、ＥＰＳ（１株当たり当期 

 純利益）はこの株式分割を反映しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると 

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績などはさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。 
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(3）次期の見通し

当社グループは「2020中期経営計画」の２年目を迎え、国内では、コア事業の成長力を回復させ

収益基盤の強化を図ると同時に、将来の成長ドライバーとなる事業も育成していきます。併せて、 

低収益事業における構造改革も強く推進していきます。海外では、生産能力・販売能力の強化に 

向けた取り組みを加速させ積極的な事業拡大を進めていきます。 

セグメント別の計画は以下のとおりです。

①食品セグメント

（単位：億円） 

2019年３月期 

通期実績 

2020年３月期 

通期計画 

対前期

増減率

食 品

売 上 高 10,566 10,900 3.2%

営業利益 847 900 6.2%

②医薬品セグメント

（単位：億円） 

2019年３月期 

通期実績 

2020年３月期 

通期計画 

対前期

増減率

医薬品

売 上 高 1,986 2,205 11.0%

営業利益 142 185 29.9%
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(4）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への適切な利益還元は経営における重要課題として認識し、連結配当性向30％

を目安に、安定的継続的利益還元を行うことを基本方針としております。 

 当期の配当金については、期末配当金を１株当たり75円とさせていただきます。この結果、 

年間配当額は第２四半期末と合わせて１株当たり140円、連結配当性向は32.8％となります。 

 次期の年間配当金については、１株当たり140円（第２四半期70円、期末70円）を予定しており、 

連結配当性向は30.1％を見込んでおります。 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは国内の株主、債権者、取引先等であり、また海外からの資金調

達の必要性が乏しいことから、会計基準につきましては、現在のところは日本基準が妥当であると考

えております。従って、当面は日本基準で連結財務諸表を作成する予定であります。 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更）

  （連結の範囲の重要な変更） 

   （新規） 

 台湾明治食品股份有限公司及びMeファルマ㈱は重要性が増したため、ＫＭＢ株式会社及びＫＭバイオロジ

クス株式会社は株式の一部を取得したため、明治（中国）投資有限公司は新規設立したため、連結の範囲に

含めております。 

 

   （除外） 

 ＫＭＢ株式会社とＫＭバイオロジクス株式会社はＫＭバイオロジクス株式会社を存続会社として合併した

ためＫＭＢ株式会社を連結の範囲から除外しております。 

 

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社の食品セグメントに属する株式会社明治のうち菓子工場等及びその一部の国内連結子会社の有形固定資産の減

価償却方法については、従来、定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物並びに2016年４月１日以降に取

得した建物附属設備および構築物については定額法）を採用しておりましたが、当連結会計年度より定額法に変更い

たしました。 

2026ビジョンに基づき当連結会計年度より開始した「2020 中期経営計画」において、コア事業での高シェア・高

収益を実現していく方針です。具体的には、健康志向チョコなど市場における競争優位性の高いコア事業の市場が拡

大していることから、当社グループは経営資源をコア事業に集中し、これに合わせた設備投資を計画しております。

これを契機に、生産設備の稼働状況を検討した結果、長期安定稼働が見込まれるため、定額法により取得原価を耐用

年数にわたって均等配分することが、今後のグループの経営実態をより適正に反映するものと判断しました。 

 この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期

純利益は 4,920百万円増加しております。 

 

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書） 

前連結会計年度において独立掲記していた特別利益の「子会社清算益」及び「関係会社株式売却益」、特別損失の

「関係会社株式売却損」及び「移転関連費用」は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度において特別

利益及び特別損失の「その他」に含めて表示しております。 

これらの変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組み替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度において「特別利益」に表示していた「子会社清算益」464百万円、「関係会社株式売却

益」226百万円、「その他」410百万円を「その他」1,101百万円として、「特別損失」に表示していた「関係会社株式

売却損」1,224百万円、「移転関連費用」1,662百万円、「その他」503百万円を「その他」3,390百万円として組み替

えております。 

 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）を当連結会計年度の期首か

ら適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しており

ます。
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（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  2017年４月１日
至  2018年３月31日）

当連結会計年度
（自  2018年４月１日
至  2019年３月31日）

１株当たり純資産 3,360.70円 3,635.79円

１株当たり当期純利益 422.15円 426.61円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

   ２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（自  2017年４月１日
至  2018年３月31日）

当連結会計年度
（自  2018年４月１日
至  2019年３月31日）

１株当たり当期純利益    

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
61,278 61,868

普通株主に帰属しない金額（百万円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円）
61,278 61,868

期中平均株式数（千株） 145,156 145,023
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